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特集

❶

❸

❹ ❷

５
月
３
日
、
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津

南
で
津
南
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、
91
名

の
新
成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
対
象
者
１
１
６
人
）

式
典
で
は
新
成
人
代
表
と
し
て
、
津
端
し
お

り
さ
ん
、
半
戸
友
之
さ
ん
、
高
橋
友
真
さ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
か
た
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
や
、
未
来
へ
の
抱
負
、
ま
た
こ
の
地
震

被
害
に
対
し
て
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
な

ど
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
つ

な
ん
合
唱
隊
45
人
が
、
新
成
人
に
「
涙
そ
う
そ

う
」
ほ
か
３
曲
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
新
成
人
の

な
か
に
は
、
目
に
涙
を
う
か
べ
、
感
動
し
て
い

る
か
た
も
い
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
成
人
式
を
終
え
た
新
成

人
の
感
想
と
成
人
式
の
様
子
、
恒
例
に
な
り
ま

し
た
新
成
人
全
員
写
真
掲
載
を
お
伝
え
し
ま
す
。

私
た
ち
新
成
人
は
、何
事
に
も
負
け
ず
、

　
　

屈
せ
ず
、が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
成
人
代
表　

津
端
し
お
り

成
人
式
に
91
名
が
参
加

②真剣なまなざし
で、式典にのぞむ
新成人の皆さん。

③池田芳幸さんが
指揮するつなん合
唱隊の皆さん。

④「私は津南が大
好 き で す。 私 の
育った津南町を誇
りに思います」と
津南町への思いを
語ってくれた高橋
友真さん。

①「たいせつな人
のため、強く信頼
される大人になり
たい」と述べる半
戸友之さんの成人
のことばを聞く会
場の様子。
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特集 Coming-of-age ceremony

Interview

ビ
ン
ゴ
！

　私たちは今日、成人式を無事に迎えられたことを、とてもう

れしく思います。また今日まで育て支えてくれた家族や周囲の

かたがたには、ほんとうに感謝しています。

　二十歳という節目を迎え、私は今、一人の大人であることの

自覚を持ち、責任ある行動をとっていかなければならないと考

えています。

　３月 11日に発生した東日本大震災ではテレビで被害の大き

さを目の当たりにし、日本中が悲しみに包まれました。そして

その翌日に起きた地震で、この津南町も甚大な被害を受け、私

自身とても胸が痛み、今、私たちに何ができるか考えました。

私たちにできることは、募金や節電、支援物資を送ることくら

いですが、小さなことでも、一人ひとりができることを行うこ

とがたいせつだと思います。人と人とが連携しあい、一歩一歩

進んでいくことで明るい未来になるよう願っています。また私

は現在、看護師を目指しているので、一日も早く被災地の力と

なれるよう勉学に励みたいと思います。

　今はみんなそれぞれの夢に向かってさまざまな場所でがん

ばっています。地元に残っている人は少ないですが、今後も故

郷であるこの津南町がさらに発展ができるよう、新成人一同協

力し合いよりよい町づくりに貢献できるよう励んでいきたいと

思っています。

　私も、とうとう二十歳を迎え、大人の仲間入りを果たしまし

た。小さい頃は二十歳になるのは遥か遠くのことのように思っ

ていましたが、実際になってみるとあっという間だったように

思います。

　この二十年間を振り返ると、私はたくさんの人のお世話に

なってきました。お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあ

ちゃん、家族に見守られてここまで育ってきました。保育園か

ら高校まで、たくさんの先生に数え切れないくらい多くのこと

を教わりました。在籍していたスポーツ少年団では、野球と同

時に礼儀や心構えを教わりました。地域見学では、津南町のい

ろいろな施設の人に話を聞かせていただきました。風邪をひい

たら病院にお世話になり、ほしいものがあったら商店街へ出か

けました。時には喧嘩してしまうこともあったけれど、楽しく

遊んでくれる友達がいました。他にもたくさんの人にお世話に

なり、今の二十歳の自分がいます。

　二十歳になってしたいこと、それは恩返しです。これまで私

を支えてくれた人たちに自分ができる形で恩返しをしていきた

いと思っています。同時に、今までしていただいたことを今度

は私が、次の世代につないでいけたらと思っています。

　最後になりましたが今までお世話になった皆さん、ほんとう

にありがとうございました。これからもよろしくお願いします。

SNAP
SNAP×

成人式スナップショット

久保田 愛
Ai Kubota

高橋宏太朗
Koutaro Takahashi

今、私たちにできること

お世話になった恩返し

豪華メニューが並びました。

今年も多かった着物

パーティーは、ビンゴ大会で盛り上がりました。

式典に参加された齋藤先生とニコリ

受付で行われた模擬選挙。成人は必ず選挙に行こう。

ごっつぉをほおばり、ハイポーズ
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　個人・集合写真は、記念品（写真の額）と合わせてお渡しします。

　式典参加者には、連絡ハガキを送りますのでそのハガキを持参し、文化センターにおいでくだ

さい。

■お問い合わせ

　津南町教育委員会　生涯学習班　℡025-765-3134
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 新たに仲間入り 
— 3/31 縄文土器を町指定文化財に登録 —

 韓国からいただきました。 
— 4/26 韓国驪州郡から防災テント寄贈 —

 被災された皆さんに役立てて
— 上郷中学校から義援金寄贈 —

 いつもと違うコースもいいね。 
— 4/29 信濃川河岸段丘ウォーク —

 ついにレルヒさん登場 
— 5/3 ニュー・グリーンピア津南にレルヒさん現れる。 —

 実際にやってみる。それ大事 
— 4/24 陣場下集落自主防災　防災訓練実施 —

 新鮮野菜で、盛り上げよう！
— 4/28 野菜直売所「津南食彩館」オープン —

 現地を見ていただきました。
— 内閣官房副長官・農林水産副大臣・新潟県知事被災地視察災 —

 目指すは、ソチオリンピック出場
— 4/27 小林由貴さん報告会 —

　上段集落の道尻手遺跡から出土した国内最大級の大きさ

の火焔型土器など縄文土器24個体を町指定文化財に登録を

しました。これらは、津南町歴史民俗資料館やなじょもんに

展示してあります。

　友好交流都市の韓国驪
ヨ

州
ジュ

郡
グン

から、防災テントが５つ寄贈さ

れました。このテントは、この震災で津南町が被害を受けた

ことを知った驪州郡の皆さんが寄せた義援金で郡が購入した

ものです。ありがとうございました。

　上郷中学校の3年生が、町に義援金を届けてくれました。こ

の義援金は、修学旅行で「津南の特産品」を販売した商人体験

の収益金や街頭で集めたものです。このほかこれまで、町には

約1200万円の義援金が寄せられました。皆様のお気持ちに感

謝し震災復興に活用させていただきます。

　豪雪と震災の影響で、鹿渡新田から十日町市に抜ける道路

が通れず、三箇→清津橋→十日町市というコースに変更にな

りました。信濃川沿いの景色を楽しみながら歩けないのは残

念でしたが、いつもと違うコースで新しい景色の発見があっ

たかもしれませんね。

　ニュー・グリーンピア津南にスキー発祥100周年プロジェ

クトのメインキャラクター「レルヒさん」がやってきました。

例年に比べ、まだ残雪の多いゲレンデには、雪で遊ぶ親子の姿

が見られ、レルヒさんを見つけるとうれしそうにレルヒさん

に集まってきました。

　陣場下集落による防災訓練が行われ、約 100 人が参加し、

自家発電装置や避難所テントなどの装備の確認や消化訓練

などを行いました。地域に根差した自主的な訓練を皆さん

の集落でも行ってみませんか。

↑ 町指定文化財に登録された縄文土器の一部。

↑ 簡単に設置ができるテント5つが驪州郡から送られました。

↑ 上村町長に義援金を渡す上郷中学校の3年生たち。

↑ 卯ノ木のブナ林の横を歩く参加者たち。

↑ 新発田市から来られた本間さんとレルヒさん。
↑担架に救助者を乗せるのも実際にやるとなかなか難しい。

　津南観光物産館のとなりに、野菜直売所「津南食彩館」が

オープンし、45人の会員が届ける新鮮野菜が店頭に並んで

います。「震災以降、世の中が元気がないが、私たちから盛り

上げていこう。」と会員の皆さんは、やるき満々です。

　5月2日に筒井信隆農林水産副大臣と泉田裕彦県知事が、

辰ノ口集落の土砂崩れ現場を視察されたほか、5月5日には

仙石由人官房副長官が、上郷小学校体育館の天井崩落現場

を視察されました。町は、国や県に対して震災復興への要望

を伝え協力を要請しました。

　次の冬期オリンピックにクロスカ

ントリースキー競技での出場を目指

す小林由貴さんを応援する「ユキん

こクラブ」で報告会が開催されまし

た。由貴さんは、昨シーズン、自身初

となるワールドカップポイントを獲

得したほか、アジア冬季競技大会で

は3位入賞をはたしています。がんば

れ由貴さん!!

↑ オープン初日「がんばろう！」と力の入る農家の皆さん。

↑ 筒井農水副大臣と泉田県知事に土砂崩れ現場を説明する上村町長

↑ 小林由貴さんを応援する会「ユキんこクラブ」の皆さん。

アジア冬季競技大会での入賞メダルを手に
する小林由貴さん。→

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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森
の
癒
し津

南
病
院
　
事
務
長
　
石
澤
憲
一
郎

私
た
ち
は
病
気
に
な
る
と
病
院
に
行
っ
た
り
、
風
邪
を
ひ
か

な
い
よ
う
に
自
ら
工
夫
や
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
植
物
も
自

ら
の
身
を
守
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
を
確
保
し
た
り
、

体
外
に
放
出
し
た
り
し
て
自
己
防
衛
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
植
物
を
効
果
的
に
直
接
若
し
く
は
間
接
的
に
利
用
し

て
生
活
し
て
い
る
の
も
私
た
ち
人
間
で
す
。

代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
例
え
ば
寿
司
に
は
欠
か
せ
な

い
「
わ
さ
び
」
や
、ピ
リ
リ
と
辛
い
薬
味
の
「
山
椒
」
で
あ
り
、

「
ド
ク
ダ
ミ
」、「
マ
タ
タ
ビ
」
等
の
薬
用
植
物
等
で
す
。

樹
木
が
他
の
昆
虫
や
植
物
等
か
ら
自
ら
の
身
を
守
る
た
め
に

揮
発
性
の
物
質
（
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
）
を
大
気
中
に
放
出
し
、

私
た
ち
が
森
林
内
で
そ
の
大
気
を
身
体
に
取
り
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
か
つ
て
の
林
野
庁
長
官
が
提
唱
し
た
「
森
林
浴
」
や
、

近
年
で
は
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
が
注
目
さ
れ
、「
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ

ド
」（
フ
ィ
ト
ン
＝
殺
す
、
チ
ッ
ド
＝
酸
）
と
い
う
よ
う
な
語

句
が
頻ひ
ん
ぱ
ん繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
は
そ
の
現
わ
れ

で
す
。

ま
た
、春
の
躍や
く
ど
う
か
ん
あ
ふ

動
感
溢
れ
る
「
ブ
ナ
の
緑
」
は
私
た
ち
に
「
感

動
」と
心
身
の「
癒
し
」を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
が「
ブ

ナ
の
緑
」
に
対
し
て
抱
く
「
郷き
ょ
う
し
ゅ
う愁
」
と
か
「
憧ど
う
け
い憬
」
は
、
縄
文

時
代
か
ら
私
た
ち
人
間
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。心
身
の
健
康
は
ま
ず「
森
歩
き
」か
ら
で
す
ね
。

紹介者　桑原幸枝さん（貝坂）

　震災に加え、例年にない遅い雪解けに春作業のスター
トが大幅に遅れましたが、そろそろ軌道に乗ってきたこ
ろでしょうか。そしてこの時期いろいろな山菜が芽を出
し、山菜マニアにはたまらない季節ですね。さて今回は、
これも春ならではの孟

もうそうだけ

宗竹のサラダの紹介です。
＜作り方＞

①竹の子は皮をむき、米ぬかを使ってゆで、あく抜きを

します。それをよく水で洗い、米ぬかを落とします。

②あく抜きした竹の子をスライスして、きゅうり、レタ

ス、薄切りハムなど、お好みの野菜と合わせドレッシ

ングであえます。

竹の子サラダ

　ドレッシングもお好みで中華風でもよし、さっぱりした

塩味などでもおいしいです。サクサクとした竹の子の食感

がいいですよ。でもサラダはやっぱりマヨネーズというか

たは、ポテトサラダに入れてもＯＫです。それぞれお好み

でお試しください。竹の子の最盛期には根曲り竹を使って

もおいしくできますよ。

　春本番、農作業も山

菜採りなども盛んにな

ります。皆様、ケガや事

故など充分に気を付け

てがんばりましょう。

アドバイザー通信

我が家の
ごっつぉ

＜実施された行事＞
〔4月〕
	 25日	 総文福祉常任委員会
	 	 町スポーツ振興協議会との懇談会
　28日　平成23年第2回津南町議会臨時会開会
〔5月〕
	 6日	 全員協議会
	 6日	 産業建設常任委員会農地関係震災調査
	 13日	 総文福祉常任委員会県内視察（上越市）
	 17～18日	 全国町村議長・副議長研修会（東京）

＜今後の行事予定＞
〔5月〕
	 27日	 全議員研修会（新潟自治会館）
	 30日	 定期監査

〔６月〕
	 6日	 全員協議会
	 8日	 議会運営委員会
	 9日	 県議長会臨時総会　
	15日～17日	 平成23年第2回津南町議会定例会開会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）
	3500日	 藤ノ木キミ（堂平）
	3400日	 桑原マサノ（貝坂）
	3200日	 中村チエ子（堂平）	
	2900日	 小山英一（割野）、桑原正輝（堂平）	
	2800日	 石橋玲子（陣場下）
	2500日	 涌井元實（宮野原)
	 500日	 鈴木カヨ（船山新田）	
	 300日	 和久井かつ子（大割野）	
	 100日	 髙橋幸枝（秋成）、岡村チウ（秋成）、桑原マツノ（秋

成）、桒原喜久江（秋成）、藤ノ木サチ（秋成）、桑原久美
子（秋成）、藤ノ木ヒサノ（太田新田）、福原サダ（外丸）

主な運動：軽体操、健骨体操、散歩、ウォーキング、水中運動など

健康体力づくり100日運動

　

３
歳
児
健
康
診
査
で
、む
し
歯
の
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

●
３
月
30
日
実
施

住
　
所

氏
　
名

上
段

根
津
　
伊
吹（
い
ぶ
き
）

�

押
付

中
島
　
和
威（
の
い
）

相
吉
６
区

鈴
木
　
煌
悠（
こ
う
ゆ
う
）

�

堂
平�

中
村
　
凜
音（
り
ん
ね
）

�

中
子

�

中
島
　
幹
太（
か
ん
た
）

●
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
は
感
染
し
ま
す
！

　
む
し
歯
の
原
因
で
あ
る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
は
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
口
の
中
に
は

い
ま
せ
ん
。ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
は
、歯
の
よ
う
な

硬
い
と
こ
ろ
に
し
か
住
め
な
い
の
で
、
歯
が
生

え
て
い
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
の
で
す
。

で
は
ど
こ
か
ら
入
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
？
そ

れ
は
、
保
護
者
な
ど
身
近
な
人
の「
だ
液
」
を
通

し
て
入
っ
て
く
る
の
で
す
。
大
人
が
噛
み
く
だ

い
た
物
を
口
う
つ
し
で
与
え
た
り
、
は
し
や
ス

プ
ー
ン
、コ
ッ
プ
な
ど
、だ
液
が
つ
い
た
も
の
を

共
有
し
た
り
す
る
こ
と
は
感
染
の
原
因
に
な
る

の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。た
だ
し
、感
染
を
恐
れ
て

　

県
で
は
、自
分
の
歯
で
食
べ
、健
康
な
生
活
を

営
ん
で
い
る
高
齢
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

○
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、
①
満
70
歳
以
上

80
歳
未
満
の
か
た
、②
満
80
歳
以
上
の
か
た
。

○
昭
和
63
年
か
ら
平
成
17
年
ま
で
の
間
の
受
賞

者（
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
）
は
再
応
募
で
き
ま

す
が
、
平
成
18
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
の
間

の
受
賞
者
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
応
募
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
応
募
基
準

　
次
の
条
件
を
満
た
す
か
た

○
①
70
〜
79
歳
は
喪
失
歯
４
本
以
下
、
②
80
歳

以
上
は
喪
失
歯
８
本
以
下
の
か
た
。た
だ
し
、

親
知
ら
ず
は
除
き
ま
す
。

○
歯
周
疾
患
に
つ
い
て
は
、
歯
が
揺
れ
る
ほ
ど

　

６
月
１
日
は
、人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
日
で
す
。

　

新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」で
あ
る
６
月
１
日
を
中
心
と

し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
い
っ
そ
う
の
人
権
尊
重

思
想
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

津
南
町
に
は
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
相
談
会
　
６
月
15
日
㈬
津
南
町
役
場

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
人
権
擁
護
委
員

　
・
渡
邊
ト
シ（
反
里
口
）℡
７
６
５-

４
２
５
７

　
・
南
雲
一
郎（
大
割
野
）℡
７
６
５-

２
０
５
０

　
・
山
田
隆
一（
芦
ケ
崎
）℡
７
６
５-

２
４
２
２

　
・
高
橋
芳
子（
十
二
ノ
木

）℡
７
６
５-

１
５
０
１

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
　
町
民
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
３

か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載３

歳
児
健
診
で

　
　
む
し
歯
の
な
か
っ
た
子

い
き
い
き
人
生

　
　
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

ご
存
じ
で
す
か
。

　
　
人
権
擁
護
委
員
制
度

健診会場が変更になります
　町の健診について、地震の影響により次の
とおり会場が変更になります。ご迷惑をおか
けしますが、受診の際はお間違いのないよう
ご注意願います。

■変更後の会場
・６月21日㈫午前９時〜午後３時

　外丸ふれあいセンター

・６月22日㈬午後１時〜２時30分

　宮野原活性化センター

・６月23日㈭午後１時〜２時30分

　船山集落センター

・７月６日㈬午前８時30分〜10時30分

　谷内公民館

※今回の変更は会場のみで、期日・時間の変

更はありません。

■お問い合わせ
福祉保健課　健康班

℡765‐3114

PICK UP!
ほ
お
ず
り
な
ど
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
や
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
健
診
の
場
面
で「
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
つ
い

や
っ
て
し
ま
う
。」「
自
分
が
し
な
く
て
も
、ほ
か

の
大
人
が
し
て
し
ま
う
。」と
い
う
保
護
者
の
声

を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌

は
目
に
は
見
え
な
い
の
で
注
意
し
に
く
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
お
子
さ
ん
の
た
め
に
家
族

み
ん
な
で
協
力
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
　
健
康
班

　
℡
７
６
５-
３
１
１
４

の
歯
肉
炎
や
歯
周
病
な
ど
の
な
い
か
た
。

■
そ
の
他

町
推
薦
該
当
者
は
、
後
日
歯
科
健
診
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
締
め
切
り

　
５
月
27
日
㈮

■
応
募
方
法

福
祉
保
健
課
健
康
班（
℡
７
６
５-

３
１
１
４
）

担
当（
大
平
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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国

だ
よ
り

国
保
の
手
続
き
は

　
　
　
お
済
み
で
す
か
？

　
春
は
異
動
の
季
節
で
す
。
就
職
、進
学
、引
っ

越
し
な
ど
で
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
脱

退
が
あ
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
自
動
的
に
変
更
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
か
た
は
、
左
記
の
書
類
を

持
参
の
う
え
、
お
早
め
に
役
場
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証

新
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険
の
保
険
証
（
ま

た
は
そ
の
加
入
証
明
書
）

印
鑑保

険
証
は
、
新
た
に
加
入
し
た
人
全
員
の
分

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
日
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
証
明
書

印
鑑

学
生
本
人
の
国
民
健
康
保
険
証

学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明
書
の
原
本

印
鑑

　
津
南
町
以
外
に
住
民
登
録
を
移
す
か
た
は
申

請
く
だ
さ
い
。
学
生
用
の
国
民
健
康
保
険
証
を

交
付
い
た
し
ま
す
。

妻
の
応
援
隊

河
田
友
治
さ
ん
（
大
井
平
）
88
歳

妻
の
介
護
が
始
ま
っ
て
３

年
以
上
が
過
ぎ
た
。
大

腿
骨
骨
折
な
ど
で
県
内
は
見
附

の
病
院
ま
で
通
っ
た
。
今
、
介

護
度
４
で
寝
た
き
り
。
立
て
な

い
、
動
け
な
い
、
頭
は
し
っ
か

り
せ
ず
、
夜
は
５
回
位
起
こ
さ

れ
る
。
布
団
を
ベ
ッ
ト
か
ら
落

と
し
、
自
分
の
足
も
下
ろ
す
の

で
、
カ
ゼ
を
ひ
か
な
い
よ
う
に

布
団
を
か
け
な
お
す
。
風
呂
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
。
食
事
介
助
か
ら
着
替

え
、
排
泄
の
介
助
を
し
て
い
る
。

　
来
て
く
れ
る
人
は
「
じ
い
ち
ゃ
ん
よ
く
見

て
く
れ
て
、幸
せ
だ
な
」と
妻
に
言
う
と
、「
よ

く
や
っ
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
た
い
」
と
言
っ

て
く
れ
る
。
オ
レ
は
、
昔
さ
っ
つ
ぁ
難
儀
さ

せ
た
か
ら
と
思
っ
て
介
護
し
て
い
る
。
ば
あ

さ
ん
は
稲
こ
き
、
臼
ひ
き
を
近
所
の
分
も
が

ん
ば
っ
た
の
で
、
そ
の
奉
公
、
恩
返
し
と
し

て
や
っ
て
い
る
。

　
介
護
の
大
変
さ
は
夜
起
こ
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
昼
間
寝
な
い
よ
う
に
テ
レ
ビ
の
音
を

大
き
く
し
た
り
す
る
。

　
自
分
の
健
康
管
理
と
し
て
、
晩
酌
八
酌
と

決
め
て
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
を
し
て
い
る
。

朝
は
布
団
の
中
で
手
足
を
15
分
か
ら
20
分
伸

ば
し
て
か
ら
起
き
る
。
起
き
て
か
ら
は
妻
の

介
護
が
始
ま
る
。
毎
日
忙
し
く
動
い
て
い
る

の
で
、
自
分
が
ど
の
位
歩
い
て
い
る
の
か
知

り
た
く
な
っ
て
、
万
歩
計
を
買
っ
た
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
習
字
（
雅
号
　
聖
水
）

を
10
数
年
、
老
人
会
に
も
参
加
し
、
町
内
に

知
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
て
楽
し
い
。

大
井
平
小
学
校
の
見
守
り
隊
も
や
っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
野
菜
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
妻
の

応
援
隊
を
続
け
た
い
。

「
禁
煙
・
分
煙
宣
言
施
設
」

　
　
　
　
　
　
　
増
加
中
！

平
成
15
年
か
ら
健
康
増
進
法
が
実
施
さ
れ
、

第
25
条
に
受
動
喫
煙
の
防
止
義
務
を
定

め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
県
で
は
多
く
の
人
が
利
用

す
る
施
設
に
お
け
る
受
動
喫
煙
（
他
人
の
た
ば

こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
）
を
防
止
し
、
喫

煙
に
よ
る
健
康
被
害
の
な
い
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、「
禁
煙
・
分
煙
宣
言
施
設
登
録

制
度
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
動
喫
煙
防
止
効

果
の
高
い
方
法
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
宣
言
す

る
施
設
に
は
、「
禁
煙
・
分
煙
宣
言
施
設
」
と
書

か
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交
付
し
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
津
南
町
の
禁
煙
・
分
煙
宣
言
施
設
】

○
敷
地
内
禁
煙

津
南
病
院
、保
健
セ
ン
タ
ー
、保
育
園
７
園
、小

学
校
６
校（
中
津
小
学
校
大
赤
沢
分
校
含
む
）、

中
学
校
２
校
、県
立
津
南
中
等
教
育
学
校

○
施
設
内
禁
煙

役
場
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
総
合
セ
ン
タ
ー
、

な
じ
ょ
も
ん
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
、
村
山
歯

科
医
院
、
津
南
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
中

島
歯
科
医
院
、
十
日
町
地
域
消
防
署
南
分
署
、

保
健
堂
薬
局
（
大
割
野
、
宮
野
原
）、
妙
法

育
成
牧
場
、
農
業
総
合
研
究
所
高
冷
地
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー

○
空
間
分
煙

　
竜
神
の
館

　
現
在
登
録
施
設
は
32
件
と
な
り
、
昨
年
に

比
べ
登
録
数
も
増
え
て
い
ま
す
。
申
請
は
十
日

町
地
域
振
興
局
で
行
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

施
設
の
利
用
者
や
職
員
の
健
康
を
守
る
た
め

「
禁
煙
」
や
「
分
煙
」
を
宣
言
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

学
生
で
な
く
な
っ
た
場
合

　
非
該
当
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
な
い
場
合
、
住

民
登
録
の
あ
る
市
町
村
で
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

卒
業
後
、
別
の
学
校
に
進
学
す
る
な
ど
、
引
き

続
き
学
生
で
あ
る
場
合

　
新
し
い
学
校
の
在
学
証
明
書（
原
本
）ま
た
は

学
生
証
の
写
し
を
添
え
て
、改
め
て
学
生
用
の
国

民
健
康
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
在
学
中
の
場
合

　
現
在
も
学
生
の
資
格
を
有
し
て
い
る
か
確
認

す
る
た
め
、
今
年
度
の
在
学
証
明
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
今
年
度
、
新
た
に
交
付
さ
れ

た
も
の
を
除
き
、
学
生
証
の
写
し
不
可
）

　
保
険
証
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
受

給
者
証
の
手
続
き
も
必
要
で
す
。

　
新
し
い
保
険
証
を
持
参
の
う
え
、
手
続
き
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

手
続
き
は
お
早
め
に

　
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、保
険
料
を
遡
っ
て
納
付

し
た
り
、保
険
証
が
な
い
こ
と
で
、医
療
費
を
全
額

（
10
割
）自
己
負
担
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
異
動
が
生
じ
た
ら
、
14
日
以
内
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
場
所

　
税
務
町
民
課
（
４
番
窓
口
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課�

保
険
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
４

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
倒
産
・
解
雇
な
ど
に

よ
る
離
職
”
や
“
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
”

を
さ
れ
た
か
た
は
、
申
請
に
よ
り
国
民
健
康
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
か
た
は
？

　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
か
た
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

・
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
。

・
離
職
日
の
時
点
で
65
歳
未
満
。�

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者(

倒
産
・
解
雇

な
ど
に
よ
る
離
職)

ま
た
は
、
特
定
理
由
離
職

者(

雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職)

に
該
当
。�

○
軽
減
額
は
？

　
軽
減
は
前
年
の
給
与
所
得
を
そ
の
30
／

１
０
０
と
み
な
し
て
行
い
ま
す
。

○
軽
減
期
間
は
？

　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
離
職
日
の

属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
で
す
。

○
軽
減
を
受
け
る
に
は
？

　
軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
、
印
鑑
を
お
持
ち
い
た
だ
き
税
務
班
窓

口
で
申
請
く
だ
さ
い
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
町
民
課
　
税
務
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
３

国
保
加
入
者
が
、

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

（
ま
た
は
そ
の
扶
養
に
な
っ
た
場
合
）

国
保
加
入
者
が
、

　
　
進
学
で
津
南
町
を
離
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
生
活
す
る
場
合

子
ど
も
・
県
親

　
　
県
障
医
療
受
給
者
証
を

　
　
　
　
　
　
お
持
ち
の
か
た

職
場
の
健
康
保
険
を

　
　
　
　
　
脱
退
し
た
場
合

（
ま
た
は
そ
の
扶
養
が
外
れ
た
場
合
）

現
在
、
学
生
用
の

　
　
国
民
健
康
保
険
証
を

　
　
　
　
　
　
お
持
ち
の
か
た

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

保健師
大平裕加里
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

凍
て
付
き
て
辺
り
を
白
く
飾
り
た
る

　
　
霜
の
融
け
ゆ
く
刻
を
惜
し
め
り�

涌
井
　
ユ
ミ

紅
梅
の
蕾
ふ
く
ら
む
枝
先
に

　
　
一
輪
咲
け
る
朝
の
境
内(

白
山
神
社
２
／
12
）�

関
谷
　
郁
子

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
見
馴
れ
た
る
雪
景
色

　
　
溜
息
つ
き
つ
つ
ど
こ
か
安
堵
す�

恩
田
　
久
美
子

風
吹
き
て
一
瞬
電
線
よ
り
落
つ
る

　
　
雪
は
道
路
に
白
線
と
な
る�

丸
山
　
直
子

問
ひ
か
け
に
し
ば
し
黙
し
て
君
は
応
ふ

　
　
澄
め
る
言
葉
に
吾
の
救
は
る�

小
野
寺
　
恒
代

小
学
生
の
吾
子
が
描
き
し
あ
か
ま
ん
ま

　
　
今
も
小
花
の
紅
く
か
が
や
く�

樋
口
　
康
子

天
地
人
に
縁

ゆ
か
り

の
浦
佐
毘
沙
門
天

　
　
参
詣
に
誘
は
る
三
月
三
日�

上
村
　
み
な

單
純
な
内
職
仕
事
に
針
運
び

　
　
心
安
ら
ぐ
ひ
と
と
き
の
あ
り�

内
山
　
キ
ク

亡
き
夫
の
せ
し
ご
と
吾
も
玄
関
の
雪
掻
き

　
　
先
づ
し
て
ひ
と
日
始
ま
る�

麻
績
　
初
恵

歌
友
の
来
て
一
冊
の
歌
集
置
き
行
き
ぬ

　
　
読
み
て
お
ち
つ
き
優
し
さ
を
知
る�

滝
沢
　
勝
枝

一
億
円
ど
ん
な
人
に
当
た
る
の
か
と

　
　
く
じ
を
買
は
な
い
吾
が
気
に
す
る�

風
巻
　
京
子

水
仙
の
蕾
の
細
く
伸
び
ゆ
き
て
黄
の
花
の

　
　
開
く
待
ち
ゐ
た
る
春�

月
岡
　
ヨ
リ
エ

教
科
書
に
河
岸
段
丘
載
り
し
こ
と
少
女
は

　
　
声
を
は
づ
ま
せ
伝
ふ�

鈴
木
　
綾
子

戰
争
は
絶
対
悪
な
り
沖
縄
戰
死
者
の

　
　
名
す
べ
て
刻
む
碑
巡
る�

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

し
ん
し
ん
と
雪
降
る
夜
の
街
灯
は
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
淡
く
点
り
て
哀
愁
漂
ふ�

柳
沢
　
チ
ヨ

震
災
の
テ
レ
ビ
見
る
度
悲
し
み
と

　
　
感
動
の
場
面
数
々
あ
り
て�

富
沢
　
キ
ミ

青
空
を
音
も
無
く
伸
ぶ
飛
行
雲

　
　
思
わ
ず
み
と
れ
心
た
ら
え
り�

板
場
　
寛

春
彼
岸
子
安
堂
に
は
十
段
の

　
　
雪
の
階
段
下
り
て
焼
香�

滝
沢
　
義
正

家
族
み
な
無
事
な
る
こ
と
を
先
づ
伝
へ

　
　
地
震
見
舞
の
声
に
応
ふ
る�

島
田
　
眞
之

個
人

わ
が
里
は
桜
満
開
遠
山
に

　
　
雪
多
く
あ
り
春
さ
か
り
な
り�

大
割
野
　
清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
四
月
）

軍ぐ
ん

手て

干ほ

す
杭く

い

の
頭

あ
た
ま

や
風か

ぜ
ひ
か光
る�

房
良

北き
た
ま
ど窓
を
開あ

け
て
見み

直な
お

す
部へ

や屋
の
中な

か�

妙

か
ぶ
り
笠が

さ
ゆ
き雪
も
払は

ら

は
ず
地な

ゐ震
見み

舞ま
い�

し
げ
る

子こ

牛う
し

よ
り
親お

や
う
し牛

跳は

ね
る
厩

う
ま
や

出だ

し�

千
年
雄

と
ん
と
ん
と
孫ま

ご
は
し走
る
な
り
暖

あ
た
た

か
し�

兎
月

ど
の
野や

菜さ
い

何ど

こ処
に
作つ

く

ら
う
下し

た

萌も

ゆ
る�

渡
舟

母は
は

よ
り
も
一ひ

と
あ
し
さ
き

足
先
を
入

に
ゅ
う

学が
く

児じ�

貞

玄げ
ん
か
ん関
を
開あ

け
れ
ば
煮に

い

な菜
匂に

ほ

ひ
け
り�

芳
司

地ぢ

震し
ん

止や

み
パ
ジ
ャ
マ
に
寒さ

む

さ
も
ど
り
け
り�

酔
花

村む
ら
か
み上
の
床ゆ

か

し
さ
や
ん
ち
ゃ
混ま

じ
る
雛ひ

な�

冬
詩
子

山さ
ん
し
ゅ茱
萸ゆ

の
花か

粉ふ
ん

を
散ち

ら
す
余よ

震し
ん

あ
り�

れ
い
子

農
委
通

信

ト
マ
ト
を

上
手
に
栽
培
す
る
に
は

ま
ず
始
め
に
ト
マ
ト
の
お
い
た
ち

か
ら
。
原
産
地
は
地
中
海
に
面

し
た
温
暖
な
ギ
リ
シ
ャ
地
方
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
原
野
に
数
多
く
の

原
種
が
自
生
し
、
果
実
は
大
豆
粒
く
ら

い
の
大
き
さ
の
物
で
あ
る
と
の
こ
と
。

ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
が
、ほ
ん
と
う
の
話
で
す
。ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
欧
米
で
は
特
に
生
食
よ
り
料

理
と
し
て
の
利
用
目
的
で
品
種
改
良
が

な
さ
れ
、
果
実
も
硬
く
味
も
粗
味
の
も

の
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。
逆
に
日
本

で
は
生
食
用
が
多
く
、
酸
味
と
甘
味
の

調
和
の
と
れ
た
も
の
へ
と
品
種
改
良
さ

れ
て
お
り
、生
食
用
か
料
理
用
か
、ど
ち

ら
も
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す
。

　
長
い
年
月
を
経
て
、
品
種
改
良
に
よ

り
現
在
の
大
き
な
ト
マ
ト
か
ら
ミ
ニ
ト

マ
ト
な
ど
の
品
種
数
も
多
く
な
っ
て
お

り
、原
種
の
よ
り
良
い
も
の
を
求
め
、原

産
地
で
採
種
し
て
お
り
ま
す
。

　
ト
マ
ト
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
ナ

ス
科
で
す
の
で
同
一
科
の
も
の
と
連

作
し
な
い
②
日
当
た
り
が
良
く
排
水
の

良
い
肥
沃
地
を
選
ぶ
③
堆
肥
を
多
く
施

す
こ
と
に
よ
る
病
害
虫
の
回
避
、
畑
の

乾
燥
防
止
④
石
灰
を
施
し
畑
の
酸
性
化

防
止
、カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
を
回
避
し
、シ

リ
腐
病
の
防
止
⑤
根
張
り
を
良
く
す
る

た
め
深
耕
す
る
⑥
う
ま
味
を
増
す
た
め

骨
粉
、大
豆
粕
、米
ぬ
か
等
を
施
す
⑦
元

肥
と
し
て
の
科
学
肥
料
は
極
力
お
さ
え

る
⑧
草
勢
が
強
く
メ
ガ
ネ
状
の
発
生
防

止
と
着
果
の
促
進
⑨
追
肥
は
第
一
段
花

房
が
着
果
し
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
大
き
さ

で
、
第
一
回
目
の
追
肥
す
る
草
勢
を
見

な
が
ら
⑩
病
害
虫
の
薬
剤
防
除
は
育
苗

期（
ウ
ィ
ル
ス
病
）、
梅
雨
期
に
回
数
多

く
、
収
穫
期
は
安
全
の
た
め
極
力
し
な

い
、な
ど
で
す
。栽
培
は
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

等
で
雨
よ
け
栽
培
を
お
勧
め
し
ま
す
。

育
苗
に
つ
い
て
は
、
電
熱
育
苗
マ
ッ
ト

を
購
入
す
る
と
便
利
で
す
。
市
販
さ
れ

て
い
る
苗
の
購
入
は
茎
が
細
く
硬
い
も

の
を
従
長
し
て
い
な
い
こ
と
、
花
房
が

確
実
に
つ
き
花
が
咲
き
始
め
て
い
る
こ

と
、定
植
は
、花
房
の
向
き
を
外
側
に
定

植
す
る
と
、
一
定
の
方
向
に
着
果
し
収

穫
に
便
利
で
す
。
秋
口
に
は
タ
バ
コ
蛾

の
幼
虫
が
発
生
す
る
の
で
、
食
害
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ト
マ
ト
は
温
度
と
水
分
、
肥
料
が
あ

れ
ば
１
本
の
苗
か
ら
大
き
な
木
と
な
り
、

５
千
個
も
の
実
が
つ
く
と
の
こ
と
で
す
。

　
皆
様
も
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
　
　
農
業
委
員
　
　
中
澤
義
一

弥生 ―Ma r c h―

喜
き た

多川
がわ

泰
やすし

／著　ディスカヴァー・トゥエンティワン　1,500円（税別）

「手紙屋」―僕の就職活動を変えた十通の手紙―

僕に届いた手紙。もう届くことのない最後の十通目が届
いた―。「手紙屋」あなたはいったいだれですか―。

　

新
緑
の
清
々
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

新
成
人
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
月
は
そ
の
記
念
す
べ
き
二
十
歳
を
祝

福
し
本
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
の
は
、

「
働
く
」
と
い
う
こ
と
と
、「
若
さ
」
で
す
。

今
月
の
一
冊
「
手
紙
屋
」
は
「
働
く
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　

「
そ
う
い
う
も
の
だ
ろ
、仕
事
っ
て
い
う
の
は
」

重し
げ
ま
つ松

清
き
よ
し

、
野の

中な
か

柊
ひ
い
ら
ぎ

、
石い
し

田だ

衣い

ら良

大お
お
さ
き
よ
し

崎
善
生お

、
盛も
り

田た

隆
り
ゅ
う

二じ

津つ

村む
ら

記き

く

こ

久
子
／
著（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）

　
人
気
作
家
た
ち
が
、
昨
年
５
月
か
ら
10

月
ま
で
「
日
本
経
済
新
聞
電
子
版
」
に
出

し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な

思
い
が
交
錯
す
る
短
編
。

「
世
界
を
信
じ
る
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
」

—

ぼ
く
ら
の
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー—

森も
り
た
つ達

也や

／
著
（
理
論
社
）

　
「
メ
ソ
ッ
ド
」
と
は
、「
方
法
」
の
こ
と
。

「
メ
デ
ィ
ア
」
の
意
味
は
、「
媒ば
い
た
い体
」。
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
や
本
な
ど
。
リ
テ

ラ
シ
ー
は
「
識し
き

字じ

」。
字
を
読
ん
だ
り
書

い
た
り
す
る
能
力
の
こ
と
。
こ
の
二
つ
の

言
葉
を
合
わ
せ
た
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ

シ
ー
」
の
意
味
は
、「
メ
デ
ィ
ア
を
批
判

的
に
読
み
解
く
」
と
か
、「
メ
デ
ィ
ア
を

主
体
的
に
受
け
取
る
」
と
い
う
意
味
に
な

る
。「
批
判
的
に
読
み
解
く
」
の
意
味
は
、

何
で
も
か
ん
で
も
信
じ
込
ま
な
い
で
、
い

ろ
ん
な
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
。「
主
体

的
に
受
け
取
る
」
の
意
味
は
、
情
報
を
そ

の
ま
ま
受
け
取
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
い

ろ
ん
な
推
理
や
想
像
力
を
働
か
せ
る
こ
と
。

つ
ま
り
ぱ
く
り
と
呑
み
こ
む
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
し
っ
か
り
と
か
む
こ
と
。
味
を
よ

く
分
析
す
る
こ
と
。—

本
文
か
ら
抜
粋—

「
な
く
し
た
も
の
た
ち
の
国
」

角か
く

田た

光み
つ

代よ

／
著
、
松ま
つ

尾お

た
い
こ
／
絵
（
集
英
社
）

　
誰
も
が
幾
度
か
経
験
が
あ
る
、
も
の
を

な
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。
な
く
し

た
も
の
た
ち
が
も
た
ら
す
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
過
去
の
思
い
出—

。

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
今
現
実

の
こ
の
瞬
間
が
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
そ
の
も
の

の
中
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
、
不

思
議
な
一
冊
。

「
青
年
の
た
め
の
読
書
ク
ラ
ブ
」

桜
さ
く
ら

庭ば

一か
ず

樹き

／
著
、（
新
潮
社
）

　
東
京
の
伝
統
あ
る
お
嬢
様
学
校
に
長
く

語
り
継
が
れ
て
き
た
秘
密
の
〈
ク
ラ
ブ

誌
〉。
そ
れ
は
校
内
の
異
端
者
（
名
も
な

い
生
徒
た
ち
）
だ
け
が
集
ま
る
「
読
書
ク

ラ
ブ
」
に
よ
っ
て
学
園
史
上
か
ら
抹
消
さ

れ
た
は
ず
の
珍
事
件
の
数
々
が
、
記
録
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た
。
読
書
好
き
な
か
た
に

お
ス
ス
メ
の
一
冊
。

「
家
を
出
る
日
の
た
め
に
」

辰た
つ

巳み

渚
な
ぎ
さ

／
著
（
理
論
社
）

　「
生
き
る
」
っ
て
「
暮
ら
す
」
っ
て
そ

う
い
う
こ
と
な
ん
だ—

。
巻
末
に
あ
る
、

『
家
出
テ
ス
ト
』
あ
な
た
は
ど
う
で
し
た

か
？

広報ライブラリー
今月の１冊

5月 −皐
さ つ き

月−
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たばこの煙には4,000種類の

化学物質が入っています

　たばこの煙には、ニコチン、タール、一酸化炭素、ダイ

オキシンなど有害物質も多く入っています。そのため、「毒

の缶詰」とも呼ばれているのです。吸っている人は、ぜひ禁煙

を考えてみませんか？

　また、吸っていない人は、人のたばこの煙を吸わないように気

をつけましょう。人の吸っているたばこの煙を吸うことを「受動喫煙」

といいます。

　世界保健機関（WHO）は受動喫煙により、世界全体で毎年 60万人の死亡者が

出ている推計を公表しました。また日本国内では厚生労働省が 2010 年 9月に、受動喫煙

で死亡する成人が約 6,800 人、このうち職場での受動喫煙が原因と考えられるかたが約 3,600 人という発表をし、受動喫

煙被害が問題となっています。

　受動喫煙は、まず目や喉の刺激から始まり、そのまま受動喫煙が続くと慢性受動喫煙症となり、COPD（慢性閉塞性肺疾患）、

狭心症、心筋梗塞、脳血管疾患などを引き起こす可能性があります。

津
南
町
の
喫
煙
率
は

　
　
　
　
　

男
女
共
に
高
い
!!

　

～
新
潟
県
の
喫
煙
状
況
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
～

　
平
成
21
年
度
町
の
39
歳
以
下
健
診

受
診
者
の
喫
煙
状
況
で
は
、
男
女
共

に
新
潟
県
の
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る

か
た
の
割
合
（
＝
喫
煙
率
）
と
比
較

す
る
と
高
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新

潟
県
の
喫
煙
率
を
１
０
０
と
し
た
時

の
津
南
町
の
喫
煙
状
況
を
Ｓ
Ｐ
Ｒ
と

い
う
指
標
で
み
た
時
、
20
〜
30
歳
代

の
男
性
は
１
３
４
、
女
性
は
１
３
１

と
高
率
で
し
た
。

　
20
〜
30
歳
代
の
若
い
世
代
の
喫
煙

は
、
自
分
自
身
の
健
康
被
害
だ
け
で

な
く
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
健
康

面
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
で
は
全

国
に
比
べ
女
性
が
た
ば
こ
の
喫
煙
率

が
高
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
県
を
あ
げ
て
禁
煙
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

津
南
町
で
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
、
６

月
20
日
こ
ろ
か
ら
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

が
６
月
終
わ
り
く
ら
い
か
ら
飛
び
始
め
ま

す
。
成
虫
は
、
水
だ
け
飲
ん
で
結
婚
相
手
を

探
し
ま
す
。
時
間
は
夜
９
時
こ
ろ
と
朝
２
時

こ
ろ
に
元
気
に
活
動
し
ま
す
。
オ
ス
、
メ
ス

と
も
に
光
り
ま
す
が
、
メ
ス
は
草
や
木
に
と

ま
っ
て
オ
ス
が
来
る
の
を
待
ち
ま
す
。
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
は
、
５
０
０
〜
１
０
０
０
個
、
ヘ

イ
ケ
ボ
タ
ル
は
、
50
〜
１
０
０
個
の
卵
を
川

岸
の
コ
ケ
に
産
み
つ
け
ま
す
。
７
月
の
終
わ

り
こ
ろ
か
ら
幼
虫
が
生
ま
れ
、
す
ぐ
水
の
中

に
入
り
ま
す
。
エ
サ
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が

カ
ワ
ニ
ナ
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
は
、
ほ
か
に
も

ま
き
貝
の
ほ
か
魚
の
死
が
い
な
ど
も
食
べ
ま

す
。
幼
虫
は
、
９
〜
10
カ
月
で
土
の
中
に
も

ぐ
り
、
さ
な
ぎ
に
な
り
ま
す
。

　
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
特
徴

を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
観
察
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

津
南
町
自
然
に
親
し
む
会
　
村
山
郁
夫

役  

行  

者

石
造
の
役
え
ん
の

行
ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

像
は
、
津
南
町
に
９
体
あ
り

ま
す
。
路
傍
な
ど
で
、
そ
の
石
像
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
木
造
の
役
行
者
像
を
寺
院
で
拝

見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
石
仏
の
会
と

し
て
は
調
査
対
象
か
ら
、
は
ず
し
ま
し
た
の
で
、

数
は
押
え
て
は
い
ま
せ
ん
。

像
容
は
、
頭ず

巾き
ん

を
冠
り
、
顎あ
ご
ひ
げ髭
を
垂
れ
、
袈け

裟さ

衣ぎ
ぬ

を
着
、
高
足
駄
を
履
き
、
右
手
に
錫
し
ゃ
く
じ
ょ
う杖

、

左
手
に
経
巻
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
岩

座
に
立
っ
て
い
る
か
腰
を
掛
け
て
い
ま
す
。
隣

の
長
野
県
に
は
、
斧
を
持
つ
前
鬼
、
水
瓶
を
持

つ
後
鬼
を
従
え
る
役
行
者
像
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

先
達
の
著
書
を
拾
い
読
み
し
ま
す
と
、
山
岳

信
仰
、
山
伏
の
祖
と
し
て
仰
が
れ
る
役
行
者
は
、

ま
た
の
名
を
役
え
ん
の

小お

角づ
ぬ

、
役
え
ん
の

優う

婆ば

塞そ
く

、
神し
ん
ぺ
ん
だ
い

変
大
菩ぼ

薩さ
つ

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
生
涯
は
謎
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

概
略
を
ま
と
め
ま
す
と
、
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

役
小
角
は
、
奈
良
時
代
に
大

和
（
奈
良
県
）
の
�
城
山
を
根

拠
地
と
し
て
、
金き
ん

峯ぷ

山せ
ん

や
大
嶺

山
を
開
き
、
深
山
幽
谷
に
籠
っ

て
難
行
苦
行
を
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
呪
術
に

巧
み
で
、
前
鬼
・
後
鬼
を
使
っ

て
身
の
回
り
の
世
話
を
さ
せ
な

が
ら
、
自
ら
は
修
行
に
励
ん
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他
空
中
を
自
由
に
飛
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
超
人
的
な
術
を
身
に
つ

け
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
伝
承
の
域
を
出
な
い
お

話
で
し
ょ
う
が
、
役
小
角
の
行
動
は
、
そ
の
当

時
の
政
府
に
と
っ
て
は
望
ま
し
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
捉
え
ら
れ
て
伊
豆
に
流
さ

れ
ま
す
。

こ
の
時
代
に
は
、
す
で
に
役
小
角
と
同
じ
よ

う
に
山
林
に
分
け
入
っ
て
修
行
す
る
者
が
少
な

か
ら
ず
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
邪
よ
こ
し
ま

な
術
を
使
っ
て

人
心
を
惑
わ
ず
不
穏
分
子
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

『
つ
な
ん
　
野
仏
の
魅
力
』「
津
南
町
の
役
行
者

と
神
変
大
神
」
も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

津南町　辰ノ口

役行者

平成13年 平成16年 平成20年

男
性

全　国 58.9 51.3 41.2

新潟県 49.7 43.4 39.8

女
性

全　国 9.9 12.0 9.1

新潟県 5.8 8.2 9.3

●喫煙状況の推移

●津南町と新潟県の喫煙率の比較

●女性の年代別喫煙率

（％）
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資料：公益財団法人新潟県健康づくり財団

資料：平成 20 年県民健康・栄養調査

新潟県では、女性の

喫煙率が高く、特に

若い世代の喫煙者が

多いことが問題に

なっています。

幼　虫 卵からかえる時期 卵の期間 大事なこと

ゲンジボタル

7 月下旬〜 8月上旬

１カ月

夜行性

幼虫は体に合った大きさのカワニナを順番に食べる。さなぎになる

まで約 25個くらい食べる。

ヘイケボタル 20 日
カワニナ・モノアラガイ・サカマキガイ・タニシ・魚死がい・ヤゴ、

まき貝などを食べる。

さなぎ 土に潜る時期 さなぎの期間 大事なこと

ゲンジボタル 5 月連休後半 45〜 50日 ��・エサを食べず、さなぎは土の中で休む。

��・コンクリート壁が高すぎないこと。水面から 30㎝以内がよい。

��・川底から 1メートル以内の土の中にいる。ヘイケボタル 6月上旬〜7月上旬 20日

成　虫 出始め 出ている期間 光る間隔 卵の数 産卵場所 大事なこと

ゲンジボタル 6月20日ころから 1〜 2週間 2〜 4秒 500 〜 1000 水辺のコケ ��・コケや草があること。

��・エサは水だけ。

��・夜 8時ころと朝 2時ころに活動。ヘイケボタル 7月初めくらいから 8月ころまで 2秒 50〜 100 コケや草の根元

津南の自然 その346
（2011.5）

津南町のホタル事情②
ホタルの特徴

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位
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なんでも掲示板
サークル員募集や催し物案内などに

利用してください。
申込先 765-3112　内線225

つなん合唱隊発表会
―1周年＆千の風音楽祭出場記念!!―
●地震で延期された発表会の再演決定!!●

■日　時　６月5日㈰
　　　　　開場：午後1時30分　開演：午後2時〜
■会　場　町文化センターホール
■入場料　無料

推理小説好きの私が、この著者の本を読み漁
あさ

って出会っ

た一冊です。推理小説ではありませんが。

主人公の陣内は家裁調査官です。思い込みが激しく、独特

な理論を持っていて、予想もつかない行動に出たりします。

私が彼に惹かれたエピソードを紹介します。

学生時代、彼は盲目の友人と待ち合わせをしていました。

先に来ていた友人に、通りすがりの女性が『何も言わずに、

これ使って』とお金を渡しました。

陣内は手に握られているお金を見て怒ります。『ずるい』と。

『何でお前だけなんだよ！何でお前がもらえて、俺がもら

えないんだよ。』

『盲導犬を連れているからじゃないかな。目も見えない

し』と言う友人に、『そんなの関係ねえだろ。ずるいじゃない

か。どうして、お前だけ特別扱いなんだよ』

挙句にその婦人を探そうとして見つけられず。『いいな

あ、お前はラッキーだったな』と残念そうに呟
つぶや

くんです。

思わず笑ってしまいましたが、これが彼の凄いところで

す。きっと、彼にとって障害は特別視することではないので

しょう。だから普通に振る舞えるんですよね。

困っている人に手を差し伸べることは必要なことです

が、障害があるからといって過剰な同情は必要ないのかも

知れない。

障害は不便で不自由なことはあるだろうけど、個性とし

て考えたほうが良いのかも知れない。

上手く表現できませんが、そんなことを感じました。

『大人が格好良ければ、子どもはぐれない』『俺たちは奇跡

を起こすんだ』と言う言葉にも惹かれます。彼の起こした奇

跡も面白いです。

彼が緊迫した空気を和らげるために歌う場面もあって、

音楽好きの私としては見逃せません。

私には彼の魅力を伝えきれませんが、気になった方はぜ

ひ読んで見てください。

　次は大平美佳子さんにバトンタッチします。

チルドレン

本 と わ た し

紹介する本

−石澤イズミさんから

著者名／伊坂幸太郎　出版社名／講談社

大
おおくら

倉利
り か

華さん　（小下里）

こ
ん
に
ち
は
！
結
婚
相
談
員
の
山
田
泰
で
す
。

ま
ず
始
め
に
、
長
野
県
北
部
地
震
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
私
が
結
婚
相
談
員
を
お
引
き
受
け
し

て
か
ら
、早
い
も
の
で
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

私
は
仕
事
柄
、
町
の
内
外
で
人
と
会
う
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
日
々
の
中
で
、

町
内
で
未
婚
の
若
者
が
予
想
以
上
に
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

聞
け
ば
、「
結
婚
し
た
く
な
い
」
と
も
思
っ
て

い
な
く
、
か
と
い
っ
て
つ
き
あ
っ
て
い
る
か
た

が
い
る
で
も
な
く
。
町
内
に
点
在
し
て
い
る
こ

う
い
う
か
た
が
た
が
出
会
う
き
っ
か
け
作
り
を

し
て
み
よ
う
！
と
思
っ
た
の
が
、
私
が
結
婚
相

談
員
を
お
引
き
受
け
す
る
想
い
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
３
年
ほ
ど
は
、
こ
の
「
出
会
い
の
き
っ

か
け
作
り
…
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
か
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
や
り
始

め
る
と
「
想
い
」
と
「
実
際
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

痛
感
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
婚
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、自
分
か
ら
積

結婚相談員から

を込めて
愛

極
的
に
動
く
人
が
少
な
い
と
い
う
実
態
。自
分
か

ら
動
か
な
け
れ
ば
、出
会
い
も
な
い
し
、知
り
合

え
も
し
な
い
。か
と
い
っ
て
、パ
ー
テ
ィ
ー
に
お
誘

い
し
て
も
、な
か
な
か
腰
が
上
ら
な
い
。な
ん
で
？

人
と
関
わ
る
こ
と
、
話
す
こ
と
が
た
い
せ
つ

で
す
。
会
話
、
特
に
異
性
と
の
会
話
か
ら
始
ま

る
結
婚
へ
の
歩
み
…
グ
ル
ー
プ
交
際
も
良
い
の

で
す
が
、付
き
合
い
が
狭
く
な
ら
な
い
よ
う
に
。

年
令
縦
割
り
の
お
付
き
合
い
に
も
自
分
か
ら
と

び
込
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

歩
き
出
し
に
は
勇
気
が
必
要
で
す
。
心
か
ら

応
援
し
て
い
る
の
が
私
た
ち
結
婚
相
談
員
で
す
。

歩
き
出
し
て
か
ら
の
悩
み
は
私
た
ち
が
お
相
手

し
ま
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
、
初
め
の
１
歩
を
!!

※「
津
南
町
結
婚
相
談
員
会
議
」で
は
、今
年

度
２
回
の「
出
会
い
の
１
歩
パ
ー
テ
ィ
ー
」を
企

画
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
結
婚
に
い
た
っ
た

か
た
や
、今
お
つ
き
あ
い
中
の
カ
ッ
プ
ル
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
広
報
い

た
し
ま
す
♡
♡

十日町市民吹奏楽団

サマーコンサート‘11
■日　時　６月１１日㈯
　　　　　開場：午後６時　開演：午後６時半
■会　場　十日町市民会館ホール
■指　揮　山田好一　船橋篤生
■入場料　一　般　700円（当日800円）
　　　　　中高生　500円（当日600円）
　　　　　小学生以下無料
■プレイガイド
　イトー楽器・楽器のおぎの・市公民館
■連絡先　
　庭野　正和　℡025-757-2351
　　　　　　　携帯080-1128-4651
　　　　　　　kazu3@poem.ocn.ne.jp

〈
国
民
年
金
保
険
料
免
除
に
つ
い
て
〉

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
お
よ
び
長
野
県
北

部
の
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か

ら
お
見
舞
い
と
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

被
災
に
伴
い
、
住
宅
、
家
財
、
そ
の
他
の
財

産
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上
の
損

害
を
受
け
ら
れ
た
か
た
等
は
、
ご
本
人
か
ら
の

申
請
に
基
づ
き
、
国
民
年
金
保
険
料
が
全
額
免

除
に
な
り
ま
す
。

　

免
除
と
な
る
対
象
者
の
範
囲
の
詳
細
や
申
請

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
六
日
町
年
金
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

免
除
の
申
請
手
続
き
は
、
平
成
23
年
７
月
末

日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
の
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
か

た
で
、
被
災
に
よ
り
今
後
の
保
険
料
納
付
が

困
難
な
か
た
は
、
口
座
振
替
の
停
止
手
続
き

を
と
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
速

や
か
に
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〈
被
災
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
免
除
申
請
を
さ
れ
る
か
た
へ
〉

　
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
に
被
災
状
況

届
（
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
用
）
等
を
添

付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
書

等
は
、
津
南
町
役
場
に
あ
り
ま
す
が
、
送
付
先

は
六
日
町
年
金
事
務
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。
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今月は、結婚相談員の山田泰
さんの想いをお届けいたします。

山田さんから独身の皆様へ、「愛のこもっ
た」あつ〜いメッセージです♡

津田大介氏来襲
フェイスブックやツイッターで話題の
あの人が十日町市にやってくる !!

受講費無料13：00～　　　13：30～
平成23年6月25日土

※定員60名になり次第受付を終了させて戴きます。
※講演会終了後、同会場にて懇親会を開催。(会費:1,000円/人）

◇申し込み・受講をご希望の方は…

受付
会場

開演
十日町商工会議所　2階多目的ホール

氏名・連絡先(TEL・e-mail 等)・参加人数・懇親会への出欠
を次のアドレスに送信して下さい。

e-mail : twi10machi@gmail.com　担当：内田雅也

主催：twitter 十日町交流会

●講義内容
・(津田氏の )SNS との出会い
・SNSの現在・過去・未来
・災害時のSNSの役割
・復興活動でのSNSの活用 他

TV出演・著書多数
メディアジャーナリス

ト

津田氏が語るSNSの可能性

Pen Relay

被
災
さ
れ
た

　
　
国
民
年
金
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ



戸 籍 の 窓

橋野加
か な

奈（子種）� 英之さん

� 秋子さん

原田美
み と

登（中子）� 義一さん

� 彩子さん

鳴海ヨリさん	 （84歳・百ノ木）

山田喜作さん	 （87歳・大割野）

桑原榮一さん	 （73歳・陣場下）

島田羊子さん	 （84歳・宮野原）

桑原　功さん	 （82歳・割野）

石田タケノさん	 （88歳･反里）

名地アキさん	 （98歳・小島）

島田ソヨさん	 （85歳・宮野原）

山田忠𠮷さん （86歳・朴ノ木坂）

鈴木ヨリさん	 （84歳・大割野）

村山ミイさん	 （93歳・上段）

涌井さくさん	 （100歳・宮野原）

桑原キノイさん	 （93歳・貝坂）

城沢イミ子さん	 （68歳・小下里）

桑原　 さん	 （98歳・反里口）

小野塚タマツさん	（88歳・鹿渡）

桑原　健さん（貝坂）

津端美紀さん（灰雨） ｝

■人口10,989（−12）　男5,364（1）　女5,625（−13）

■世帯数3,656（3）　■転入／ 35　■転出／ 32　■出生／ 4　■死亡／ 19　■婚姻／ 55月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

　
つ
い
に
、
広
報
つ
な
ん
も
６
０
０
号
を
目
前

に
、
表
紙
の
み
で
す
が
初
の
カ
ラ
ー
化
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
震
災
で
沈
ん
だ
気
持
ち
も
、

津
南
の
新
成
人
の
笑
顔
を
見
て
明
る
く
な
っ

て
く
れ
た
ら
、

も
う
れ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、

い
よ
い
よ
来
月
号
は
６
０
０
号
で
す
が
、
記
念

す
べ
き
６
０
０
号
は
、
シ
ッ
ク
な
モ
ノ
ク
ロ
で

お
届
け
し
ま
す
。（
沈
）。

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります6月 【なじょもん☎765-5511】

日	時 プログラム 内　容 金額 対	象

4日㈯ 13:30〜 アンギン編み 縄文時代から続く編み物技術 「アンギン」に挑戦！ 1000 高学年から

5日㈰ 10:00〜

雑穀播種　野外
なじょもんで採れた種を播きます。キビ・アワ・エゴマ・タカキ
ビなど栄養満点！

300 低学年から

そば打ち
なじょもん産そば粉で名人の業を習おう。打ちたておそば
は、とびきりおいしい！

800 中学年から

9日㈭ 19:30〜 星空観察　野外
上弦の月と土星の環を見よう！初夏の星座と大型のクレー
ターをデジカメで撮影してみよう。

300 低学年から

11日㈯ 13:30〜 米粉のパン作り
なじょもん産の美味しい米の粉を使って、もちもちパンを
作ってみよう。

800 低学年から

12日㈰ 13:30〜 アンギン編み 縄文時代から続く編み物技術 「アンギン」に挑戦！ 1000 高学年から

18日㈯ 10:00〜 水辺の生物観察　野外
津南の川や池の中には貴重な生物もたくさんいるよ。何が見
られるかな？

300 低学年から

19日㈰ 13:30〜 桑の実のジャム作り
桑の実を摘んで、おいしいジャムを煮てみよう！ （天候・気候
により収穫できず実施できないこともあります）

800 低学年から

24日㈮ 19:30〜 ホタル観察会　野外
陸に上った幼虫が、さなぎから成虫になって飛び立つ季節。
光が音楽になったよう…

300 なし

25日㈯ 10:00〜 雑穀うろぬぎ　野外
春に種まきした雑穀畑はたくさん芽が出たかな？育ちやす
いように間引きをしよう。

300 低学年から

※ マークは、季節ものなど特別プログラムです。　※友の会の皆さんは半額です。

○宗徧流によるお抹茶とお菓子の振る舞い
　5月22日㈰（限定30名様）
　「魚沼を描く 大嶋月庵水墨画展」(6月5日㈰まで)に連動し

て、地域ギャラリーにおいて宗徧流によるお抹茶の振る舞い

を行います。お抹茶とお菓子をいただきながら、大嶋月庵氏の

作品を堪能していただきます。

※当日受付も行いますが、定員になり次第締め切りますので、
参加を希望されるかたはご予約ください。

○津南學講座
　入館料・参加料無料　午後1時30分〜 3時まで
　春の津南學講座は、民俗と地学をテーマに開催します。

ふるってご参加ください。

　6月４日㈯『からす踊りのルーツと津南町』　村杉弘先生（信州大学名誉教授）

　6月11日㈯『中津川周辺の新第三紀層と第四紀火山』　島津光夫先生（新潟大学名誉教授）

○長生学園水墨画作品展
　6月11日㈯〜 6月26日㈰
　町内の長生学園の水墨画クラブによる作品展です。

　地域ギャラリーにて掛け軸などに描かれた水墨画を展示します。

○天然記念物 カモシカについて
カモシカは、天然記念物に指定されています。

そのため、飼ったり、捕まえたりしてはいけませ

ん。見つけた場合は遠くから見守りましょう。

もし、死亡しているのを見つけた場合には、法律

上、報告手続きを取る必要がありますので、速や

かに教育委員会文化財班（℡765-5511）に連絡

してください。

近年、放鳥されている朱鷺も天然記念物です。あ

わせてご注意ください。秋山郷のカモシカ

山田　孝さん（大割野）

藤ノ木雅美さん（正面） ｝
貝沢　政史さん（鹿渡）

小坂井佑子さん（見附市） ｝
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
５
月
３
日
に
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津

南
で
行
わ
れ
た
津
南
町
成
人
式
。残
雪
と
桜
、そ
し
て
着
物
と

津
南
町
の
春
な
ら
で
は
の
成
人
式
で
し
た
。写
真
は
、成
人
式

運
営
に
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
い
た
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
で
す
。


